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合同会社うさぎ企画
Usagi Area Rejuvenate LCC

焼津「つなモビ」
移動×交流が織りなす地域活性化
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社 名 合同会社うさぎ企画

代 表 森田 創

所在地 静岡県長泉町

設 立 2021年10月1日

資本金 30万円

年 商 8,758万円（2023年度）

拠 点 静岡県（三島・伊豆、焼津市）、東京都、北海道、長野県等

主事業 ①モビリティサービスと地域課題解決を組み合わせた地域活性化

   ②複業人材やスタートアップと地域経営者・行政とのマッチング

③国交省「国土審議会」委員含めた、二地域居住の推進事業

   ④行政（東伊豆町・湖西市）や企業（三島信用金庫・VAL研究所等）の顧問職

⑤サテライトオフィスの企画運営

公式サイト https://usagi-kikaku.com/

会 社 概 要
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https://usagi-kikaku.com/


エクレアホールの企画・運営
（静岡県伊東市）

焼津PORTERSのプロジェクトマネジメント
（静岡県焼津市）

複業人材の力で中小企業の課題解決
（静岡県焼津市）

経産省「地域の人事部」の取り組み
（静岡県三島市）

スタートアップ企業の支援
（東京都Nextokyoメンター）

国交省「国土審議会」委員
（二地域居住推進）

交流型モビリティ「INAZUMA SHUTTLE]
実証実験（静岡県東伊豆町）

交流型モビリティ「つなモビ」実証実験
（静岡県焼津市）

交流型モビリティ「SPICE BOX」
実証実験（静岡県駿東郡長泉町）
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事 業 内 容

二地域居住者獲得に向けた戦略策定
（北海道釧路市）



長泉町～三島市モビリティ実験

「SPICEBOX」
（首都圏ベッドタウン型）

東伊豆町モビリティ実験

「INAZUMA SHUTTLE」
（伊豆半島・過疎地型）

焼津市モビリティ実験

「つなモビ」
（中規模都市・観光地型）

足づくり

関係人口×モビリティ 地域交流を深める人材定着と活性化のカギ

【事例】各地域でのモビリティ実証実験
（ 地 域 の バ ス ・ タ ク シ ー 会 社 と の 協 働 に よ る ）

5

事 業 内 容



観光

交通

まちづくり

商業振興
起業支援

高齢者福祉

子育て

コミュニティ
イベント

移住・２地域
関係人口

今日の本題「交通×α」
心が重なるところを考えろ



観光

交通

まちづくり

商業振興
起業支援

高齢者福祉

子育て

移住・２地域
関係人口

「交通×α」の３条件

①ピン芸人として立て！単体で魅力的なコンテンツでなければ連携してもうまくいかない

コミュニティ
イベント



観光

交通

まちづくり

商業振興
起業支援

高齢者福祉

子育て

移住・２地域
関係人口

「交通×α」の３条件

②ニーズに基づくか、突き抜けた楽しさがないと、誰も見向きもしない！

コミュニティ
イベント



観光

交通

まちづくり

商業振興
起業支援

高齢者福祉

子育て

移住・２地域
関係人口

「交通×α」の３条件

③まずやってみる（個として自立×重複部分を考える×ニーズ・楽しさ）

コミュニティ
イベント



観光

交通

まちづくり

商業振興
起業支援

高齢者福祉

子育て

移住・２地域
関係人口

焼津「つなモビ」

コミュニティ
イベント

構想から２年半。３度の実証実験を経てようやく形になった



焼津「つなモビ」各年度のステージ

２０２３年度２０２２年度 ２０２４年度

・国と市の交付金
・関係人口を定着させたかった
・とりあえずやってみた
・誰も期待していなかった
・意外にも反応があった

・ガチでやった（力んだ）
・実験当初は閑古鳥に苦しんだ
・引き合いに身をゆだねた
・途中から利用客数が急上昇
・相乗効果の原型ができてきた
・市外客の経済効果がでた

・実装をかけた最後の実験
・市民需要も追求
・イベントとの相乗効果
・ふるさと納税効果もある
・まちづくりへの期待

実装検討中



静岡県焼津市とは



参加企業による経営課題説明

□期間
【第1回】2022年3月24日〜26日（2泊3日の合宿形式）＠焼津市役所

□参加者
・地元企業9社17名×複業人材12名（首都圏9名、県内3名）
⇒8社9名でマッチング

□参加企業の傾向
・BtoBのものづくり企業が多い
・経営課題は「コロナ渦による経営方向性の再定義に際する検討事項」
例）広報販促、販路開拓、人事労務制度見直し、経営者の相談相手etc

・複業人材への要件は「課題に対する具体的な解決能力」

□複業人材の傾向
・企業側が専門性を求めたことも影響し、

12名中9名が企業経営者またはフリーランスという属性

複業人材として参加した宝塚OGも
マッチング先の企業で早速活躍中 

－焼津市の事例－
令和3年度首都圏等複業人材・中小企業マッチング支援事業

－焼津市の事例－
令和4年度首都圏等複業人材・中小企業マッチング支援事業

事業専用のランディングページ 焼津PORTERSでの企業プレゼン

□期間
【第2回】2022年10月6日〜7日（1泊2日の合宿形式）＠焼津市役所
【第3回】2023年3月24日〜25日（1泊2日の合宿形式）＠焼津PORTERS

□参加者
【2回合計】地元企業13社×複業人材15名（首都圏12名、県内3名）
⇒12社13名でマッチング

□参加企業の傾向（第1回から変えた点）
・小規模〜中規模企業が多くなった
・経営課題だけでなく日常的な事業課題解決を目的とする企業が増えた
・経営者だけでなくNo.2人材や実務責任者の参加が増えた

□複業人材の傾向（第1回から変えた点）
・第1回参加人材含めて、焼津との関わりを持つ人材の参加が増えた
・20〜60代という幅広い年齢層の方が参加した（第1回は30〜50代）
・15名中5名が女性（第1回は12名中2名）

焼津での事業実績（2022年度まで）



「焼津PORTERS」プロジェクトマネジメント（2022年度）
・焼津市役所経済部商工課のアドバイザーとして、事業計画構築、広報およびイベント計画実施、
オフィスリーシングなど推進の中心的役割を果たし、市内外の人材交流をコーディネートした。

交流型MaaSプロジェクト「つなモビ」（2022年度）
・モビリティとビジネスマッチングアプリを組合せることで、焼津PORTERSなど交流拠点に集う
市外経営者やスタートアップ人材などの周遊と交流を促進し、市内活性化に寄与する社会実験
（2023年1月16日〜2月28日までの31営業日で、173名の有料乗車数と601カ所の停留所来訪を記録）

焼津での事業実績（2022年度まで）



つなモビ提案の背景（＝焼津の当時の課題感）
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モビリティ 交流アプリ

グリーンスローモビリティは、焼津駅南側３キロ圏内を走行（23か所の停留所を設置）

走行時間
平日12〜18時

利用時間
平日9〜18時

3

つなモビ第１期概要（2022年度）



コワーキングスペース 直売所・土産物屋等

グリーンスローモビリティの23停留所と設置意図
焼津駅

駅前商店街

旧港

新港・東小川

西小川

旧来の商店街

凡例

①街の各エリアを結び、周遊促進につなげる
・既存の循環バスは１時間に１本以下
区域外エリアも多く、周遊の妨げに

②駅遠の特色ある直売所を停留所に設定
・市外客の送客と経済・交流効果を期待
（特にキャラ立ちする拠点を選んだ）

③駅近のテレワーク拠点を停留所に設定
・増えつつあるビジネス関係人口の交流促進
新聞販売店など遊休資産活用という側面も

④駅前拠点×駅遠の直売所の連携企画
・駅前観光協会で直売所商品の販売など、
グリスロで商品を運ぶ貨客混載も絡める



本実験の目的

●ゴール：

知らない人と交流して自分の世界を広げたいと願う人が、

①出会いたい属性の人と会えること

②予想しなかった人とつながること

上記によって、

A：市内一般客：市内での交流機会・移動機会が増えること

B：市内事業者：新たな事業機会につながること

C：市外者：焼津再訪につながること

D：関係人口：焼津滞在時間や移動距離が増えること

街の課題
・市外者に魅力が伝わりにくい都市構造
・BtoBの街でプレイヤー横連携の不足感

つなモビ第１期（2022年度）KPI



取得したいデータ（黄色部分）

●ゴール：

知らない人と交流して自分の世界を広げたいと願う人が、

①出会いたい属性の人と会えること

②予想しなかった人とつながること

上記によって、

A：市内一般客：市内での交流機会・移動機会が増えること

B：市内事業者：新たな事業機会につながること

C：市外者：焼津再訪につながること

D：関係人口：焼津滞在時間や移動距離が増えること

・交流実績件数
・交流満足度（アンケート）
・入力属性と交流属性の相関性

・リピート率
・リピート化した行動
・移動情報
・交流場所
・check in/out時間
・サービス満足度

つなモビ第１期（2022年度）KPI



KPI案（◎が重視する項目）

〇登録ユーザー数：600（市内400、市外200／実験エリア居住人口2万人の2%）

◎アクティブユーザー数：400（市内240、市外160／実際に移動・交流したと思われる実数）

◎施設来訪者数：300（飲食店120、コワーキング80、商店・直売所50、観光施設30、その他20）

〇モビリティ利用者数：200（市内80、市外120）

〇２回利用ユーザー：140（市内100、市外40／【参考】ECサイトリピート率35%）

◎３回利用ユーザー：40（市内30、市外10／真のサービスの評価者）

◎アクティブユーザーのうち、

・満足度：70%（以下、アンケートで取得）

・交流機会増進につながると答えた人の割合：55%

・移動需要増進につながると答えた人の割合：40%

実験期間
2023年1月16日〜2月28日 平日のみ・全31日間

◎2回以上利用ユーザーのうち、
・市内ユーザー：1回あたりの交流件数・移動範囲の拡大
・事業者（コワーキング／飲食店／直売所）：新規顧客獲得数
・市外ユーザー：1回あたりの交流件数・施設来訪件数・焼津滞在時間の増加

◎実際の実験効果は、アンケートで測定する部分が多いと想定

つなモビ第１期（2022年度）KPI



1月12日 停留所シール設置 1月12日 最終試験走行

1月27日 東伊豆町役場＋荒武氏視察

1月27日 NTTデータ＋日産自動車視察 2月4日（株）吉村・橋本氏視察

2月12日 神武通りお祭り出店

つなモビ第１期（2022年度）様子





グリスロ走行エリアと停留所（23カ所）

4人乗り1台

●2023年1月16日～2月28日（平日12時～17時50分・31営業日・1日乗り放題500円）

モビリティチケット購入者173（5.6人／日）、乗車回数520（3回／人）、停留所来訪数601（3.5カ所）

交流拠点の中核人材として期待する経営者やスタートアップ層が利用者の42%を占め、停留所となった
直売所では10万円超の経済効果も観測されるなど、グリスロ×交流による活性化の萌芽が見られた

つなモビ第１期（2022年度）結果

目標値200（到達率87%）



つなモビ第2期の仮説：低速移動×交流＝焼津ファン化（関係人口化）



つなモビ第2期概要（2023年度）



つなモビ第2期（2023年度）：利用者との距離を縮める①



つなモビ第2期（2023年度）：利用者との距離を縮める②



28

つなモビ第2期（2023年度）：ターゲット戦略



つなモビ第2期（2023年度）：市外客向け交流イベント一覧
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つなモビ第2期（2023年度）：ターゲット戦略
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つなモビ第2期（2023年度）：ターゲット戦略



スマートモビリティチャレンジ2023
自動運転レベル4等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト

つなモビ第2期（2023年度）：ターゲット戦略
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つなモビ第2期（2023年度）：市役所と定めた評価指標



スマートモビリティチャレンジ2023
自動運転レベル4等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト

つなモビ第2期（2023年度）：市役所と定めた評価指標
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つなモビ第2期：悪天候等による利用者低迷 【目標】1日平均8人⇔【実績】1月6日～2月28日は平均6人
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つなモビ第2期（2023年度）：車両の脆弱性
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つなモビ第2期（2023年度）：交流イベントの効果 自社でやりすぎない（余白を残す）ことがポイント



つなモビ第2期（2023年度）：交流イベントの効果 リアルな需要に基づいたイベントでないと無意味



スマートモビリティチャレンジ2023
自動運転レベル4等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト

つなモビ第2期（2023年度）：停留所との交流 乗客を増やしたいなら「乗らない応援者」を増やせ！
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つなモビ第2期（2023年度）：運転手との交流 スローな交流価値を体現すべきは運転手



つなモビ第2期（2023年度）：結果 3月は平均11人超。利用者倍増して目標達成

市内高齢者の利用も多く
外出支援につながる動き



つなモビ第2期（2023年度）：スローな価値①「マイカーからの乗換効果」



つなモビ第2期（2023年度）：スローな価値②「経済波及効果」



つなモビ第2期（2023年度）：スローな価値①「マイカーからの乗換効果」
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つなモビ第３期（2024年度）実験概要
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つなモビ第３期（2024年度）実験概要
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つなモビ第３期（2024年度）
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つなモビ第３期（2024年度）：実行体制
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つなモビ第３期（2024年度）：実装基準
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つなモビ第３期（2024年度）：実験結果
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つなモビ第３期（2024年度）：つなモビ×観光
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つなモビ第３期（2024年度）：つなモビ×市民観光



54

つなモビ第３期（2024年度）：つなモビ×ビジネス観光
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つなモビ第３期（2024年度）：つなモビ×イベント

1日99ライドを記録

（同日は別場所で連携イベントも開催）
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つなモビ第３期（2024年度）：つなモビ×商工業振興／高齢者の外出支援
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つなモビ第３期（2024年度）：つなモビ×商工業振興
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つなモビ第３期（2024年度）：メディア露出



59

つなモビ第３期（2024年度）：実装検討体制



60ご清聴ありがとうございました！
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